






要約:川崎病冠動脈後遺症例は抗血栓剤などの長期間服用が必要である。しかし本症は無

症状であることなどで、怠薬し易い。今回当科で加療中の患者 94 例を対象に服薬状況を

調査した。第 1段階として 1年間の投薬日数を調査した。投薬日数が 366 日あったものは

64%であった。年齢別に見ると年齢が長ずるに連れて投薬日数は減少し、特に中学生以上

が悪かった。冠動脈障害別に見ると障害が軽いほど悪かったが、最重症例でも怠薬例が見

られた。実際の服薬日数は投薬日数より少ないので、患者教育の充実など層の対応が必要

と思われた。


